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長尾正憲先生は渡邉郁馬先生の後任として，1996
年 4 月より 1998 年 3 月までの 2 年間，日本老年歯
科医学会の理事長として優れた手腕を発揮し，日本
老年歯科医学会の発展に尽くされました。役員とし
ては，総務担当理事には石川達也先生，渡邉郁馬先
生，稲葉 繁先生，会計担当理事には長谷川紘司先
生，山根 瞳先生，下山和弘，庶務担当理事には山
根源之先生，早川 巖先生，編集担当理事には高江
洲義矩先生，眞木吉信先生，那須郁夫先生，学術大
会担当理事には稲葉 繁先生，医療制度担当理事に
は新庄文明先生，渉外担当理事には森本 基先生，
荒川 明先生，教育担当理事には長尾正憲先生，学
術用語担当理事には上田 裕先生が就任されまし
た。
長尾先生は 1986 年 9 月に設立された日本老年歯

科医学研究会の設立当初からの会員であり，理事長
就任前には総務担当理事および教育担当理事として
学会運営に携わっておられました。また，1991 年
11 月には大会長として第 2 回日本老年歯科医学会
総会・学術大会を横浜で開催されました。この大会
は第 17 回日本老年学会と同一日程，同一会場で開
催され，このときの日本老年学会総会で日本老年学
会の分科会として日本老年歯科医学会が正式に承認
されたことで，記憶に残る大会となりました。
先生は数々の活動を通して得られた経験を活かし

て，理事長として職責を果たされました。「老年歯

科医学」第 11 巻第 1 号（1996 年 7 月発行）の巻頭
言「日本老年歯科医学会理事長に就任して」におい
て，「自己点検・評価を行い，本学会のあるべき姿
と更なる充実，発展の足がかりを見出すべき時期に
あると思う」と書かれています。渡邉郁馬前理事長
から引き継がれた長尾理事長は，目配り・気配り・
心配りによってさらなる発展を目指して活躍されま
した（図 1）。
長尾先生が理事長就任にあたって最初に取り組ま

れたのは事務局の委託でした。それまでの事務局は
東京都老人医療センター歯科口腔外科に置かれてお
り，渡邉郁馬前理事長のご尽力により日本老年歯科
医学会が運営されていました。会員の増加，学会活
動の活発化などのために，長尾先生は理事長就任と
ともに事務局を一世出版株式会社に委託することに
しました。これによって，理事・評議員の先生方の
負担を軽減するとともに学会活動がより円滑に行え
るようになりました。その後，2005 年 4 月に事務
局が一世出版から財団法人口腔保健協会に引き継が
れ，現在にいたっています。
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図⚑ 長尾正憲先生（理事長在任時のお写真)



会員数の増加の重要性はいつの時代にもいわれて
おります。会員数の増加は活発な学会活動のために
は必須のことであり，財政の安定化にもつながるも
のでした。財政規模が小さかった当時の学会では，
「節約」の二文字は忘れてはならないものでした。
会員数は 1996 年 6 月 17 日現在で 1,425 名，1998
年 6 月 19 日現在では 1,650 名と報告されておりま
す。長尾理事長は会員数の増加に取り組まれました
が，200 名以上の会員の増加は魅力ある学会の証で
あり，財政の安定化につながりました。また，1997
年度からは学会の財政基盤を確固たるものにすべく
「運営基金」を設立しました。運営基金の設立に
よって将来への飛躍のための資金を確保することが
できました。
学術大会は学会活動の中心をなすものです。長尾

理事長は円滑な大会運営，財政的基盤の確保などの
ために尽力されました。1996 年 9 月 28 日，29 日に
は岩久正明先生（新潟大学）が大会長となり，新潟
県民会館で第 7 回学術大会が開催されました（図
2，3）。第 7 回学術大会では，新しい試みとして，
平成 8 年度科学研究費補助金研究成果公開促進費
「研究成果公開発表（B）」の補助を受け，2 日目の
特別講演 2 題とシンポジウムを「市民フォーラム・
長寿社会と口腔保健」として広く一般市民に無料で
開放し，多数の市民の参加を得ました。1997 年 6
月 18～20 日には渡邉郁馬先生（東京都老人医療セ
ンター）が大会長となり，東京国際フォーラムで第
8回学術大会が開催されました（図 4）。長尾先生が
大会長をされた第 2回学術大会では初めて日本老年
学会総会と同一日程，同一会場での開催となりまし
たが，それからは隔年で開催される日本老年学会総
会に分科会として参加することになりました。第 8
回学術大会は日本老年学会の分科会として開催され
ており，会場の確保，大会予算や運営の困難さは現
在も当時とは変わっておらず，渡邉郁馬大会長，高
江洲義矩準備委員長による準備・運営は並大抵の苦
労ではないことを理解したうえで，先生は理事長と
して尽力されていました。また，東京国際フォーラ
ムはオープンしたばかりであり，会場間の移動経路
の複雑さが話題となりました。
学会誌「老年歯科医学」は順調に発展していまし

たが，老年歯科医学の用語の混乱が問題となること

がありました。1994 年に発足した用語委員会では
委員長の上田 裕先生（大阪歯科大学）が中心とな
り検討が行われ，約 580 語からなる老年歯科医学用
語集が「老年歯科医学」第 12 巻第 3 号（1998 年 3
月発行）に掲載されました。この用語集をさらに発
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図⚒ 第 7回学術大会での口頭発表
（新潟県民会館，1996 年)

図⚓ 第 7回学術大会での質疑応答

図⚔ 第 20 回日本老年学会シンポジウム
「長寿社会におけるライフスタイル」
（東京国際フォーラム，1997 年）



展させて老年歯科医学用語辞典第 1 版（2008 年 3
月発行），老年歯科医学用語辞典第 2 版（2016 年 3
月発行）が制作されたことは周知のことです。長尾
理事長は用語集の作成・公表を重要視されており，
理事長の任期内に公表できたことを喜ばれていまし
た。
長尾先生は 1998 年 3 月に理事長を退き，また東

京医科歯科大学を退官されました。1984 年 8 月に
歯科補綴学第三講座の教授，1989 年 5 月に高齢者

歯科学講座の初代教授となられ，東京医科歯科大学
においても多くの業績を残されました。東京医科歯
科大学で多忙な日々を送りながら，1996 年 4 月か
ら 1998 年 3 月まで理事長として老年歯科医学の発
展に尽くされ，多くの業績を残されたことを会員一
同感謝いたしております。また，これまでと変わる
ことなく適切なアドバイス・温かい励ましの言葉を
いただければ幸甚です。
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